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◆内容

• 欧米や日本の文字資料を中心にデジタル・ヒューマニティーズの動向をご紹介

• 方法としてのデジタル・ヒューマニティーズ

• 歴史学をはじめとする研究事例の紹介

• 図書館・文書館のコミット：ドイツの事例から

*本資料の二次利用や、その他の目的でのご利用はご遠慮ください。





◆社会科学古典資料センターの最近の取組

• 貴重資料の電子化とJSTOR（電子図書館）での（近日）公開

• 研究者、図書館ともにデジタル化が急務に
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か

◆オンライン・コレクションの事例

• ESTC（English Short Title Catalogue）

• １４７３～１８００年の新聞、雑誌、書物を能埋

めた検索ポータル

• Google Books

• Gallica

• DIGITARIUM

• 18世紀ハプスブルクの最重要メディア

Wien[n]erisches Diarium（1703-99）

のデジタル校訂版テキストコレクション
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か

永崎（2021）
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か

永崎（2021）



◆デジタル・ヒューマニティーズ（DH）とは

• 人文学の何らかの側面にデジタル技術を適用・応用する研究

（令和3年度第7回文科省科学技術・学術審議会）

• 「DHとは共同で、分野横断的に、コンピュータを用いて取り組まれる、

研究、教育、出版のための学問と組織の新しいあり方のことであり、伝

統的な人文学の研究手法を問い直していこうとするもの」（浜名恵美）
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か



◆DHは特定の学問分野ではなく「方法」
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か



• データ駆動型研究

情報学、統計学を用いてデータの収集、解析を

行う新たな研究手法「デジタル変革」

⇔従来は人文社会科学の理論的枠組が起点

• 人文学ビッグデータ

人文学分野で生み出されるデータ、解析結果を

非人文学に応用

⇔人文学はDHを介して総合知に貢献する側
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か

国文学研究資料館「データ駆動による課題解決型

人文学の創成プロジェクト」より



• DH: ヒトとコンピュータが協働しながら資料を「読む」

• コンピュータが資料を「読む」とは

• コンピュータが解読可能な言語に資料を書き換える＝テキスト化

• コンピュータによる分析＝統計分析、マッピング、共起表現etc.

• コンピュータによる学習＝深層学習（deep learning）
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か



◆DHの研究：大きく3つの系統が存在（後藤・橋本2019）
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I. デジタル・ヒューマニティーズとは何か

1．蓄積系

人文研究のための

データを蓄積し、情

報発見を支援する。

データベース等

2．解析系

コンピュータやAIが

資料を解析し、新た

な発見を促す。

テキスト分析等

3．可視化系

研究成果を情報技

術を通じてわかりや

すく提示する。

地図情報・VR・3D等
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II. 研究事例の紹介

◆Palladio (Stanford Uni.)：デジタルデータ分析・可視化のためのオンラインツール

Palladio (https://hdlab.stanford.edu/palladio/)
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II. 研究事例の紹介

Mapping the Republic of Letters

Palladio (https://hdlab.stanford.edu/palladio/)
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II. 研究事例の紹介

◆Palladioによる「書簡の共和国」研究

• データセットの作成法、分析・可視化の具体例を示すために複数の

プロジェクトを公開

• G.Cesenari「18世紀イタリアにおけるグランドツアーとイギリスの

建築家」（http://republicofletters.stanford.edu/publications/grandtour/）

• C.Willian「「ジョン・ロックとはかような人物」：ロックの手紙にみる

エゴ・ネットワーク分析」（http://republicofletters.stanford.edu/

publications/locke/

• C.R.Arcenas「B.フランクリンの書簡ネットワーク：ロンドン駐在期」

（http://republicofletters.stanford.edu/publications/franklin/）



16

II. 研究事例の紹介

◆B.フランクリンの書簡ネットワーク分析のプロセス

• 計画：1万5千にのぼるフランクリンの書簡をテキスト化しマッピング

• データが大きすぎるのでイギリス駐在期（1757-1775）に限定

• メタデータ（書手・受手の情報、宛先の位置情報等）を作成

• どのような問いが立てられるかを再検討

• 書簡ネットワークを可視化して国際的名声の構築プロセスを分析

➢問題設定と電子化・メタデータの作成は同時進行
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II. 研究事例の紹介

◆ネットワーク分析：B.フランクリンの書簡

Palladio：

http://republicofletters.stanford.edu/publications/franklin/

http://republicofletters.stanford.edu/publications/franklin/people/

http://republicofletters.stanford.edu/publications/franklin/
http://republicofletters.stanford.edu/publications/franklin/people/
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II. 研究事例の紹介

◆データベースは表計算ソフトで作成

（http://purl.stanford.edu/wb524rz2367）
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II. 研究事例の紹介

◆ネットワーク分析：B.フランクリンの書簡

• Arcenas/Wintererの分析結果

• フランクリンはイギリス駐在時にほぼ英米圏でのみ書簡をやりとり

【結論】フランクリンの国際的名声はイギリス駐在時にヨーロッパの

政治家や学者との交流から生じたと考えられてきたが再検討が必要

• 結論というよりは重要な問題提起に着地

• 意図や問いが明確でないと可視化が自己目的化する可能性
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II. 研究事例の紹介

◆テキスト分析(?)： 時系列に沿った„süffig“の普及とビールをめぐる抗議運動の広がり

• ズューフィッヒ（süffig）：（酒が）口

当たりがよい、美味な（『独和大辞典』）

＜ saufen : （酒を）がぶ飲みする

• デジタル化した新聞資料を公開してい

る3つの図書館で横断検索

• 問いがあったわけではないく面白半

分（苦し紛れ？）で検索

• 「分析」よりも「可視化」の事例：DH

というにはややおこがましい

• 研究が進展する思わぬきっかけに
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II. 研究事例の紹介

◆digiPress（バイエルン州立図書館 https://www.bsb-muenchen.de/）：

1627-1963年の1,276紙
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II. 研究事例の紹介

◆ ANNO（オーストリア国立図書館
https://anno.onb.ac.at/）：
1568-1952年の約1,500紙

◆ zeit.punkt NRW（NRW州の新聞電子化プロジェクト
https://zeitpunkt.nrw/）：

    およそ18-20世紀の約500紙
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II. 研究事例の紹介

digi
Press

NRW ANNO

1820 4 0 0

1830 2 0 2

1840 7 11 3

1850 42 2 20

1860 71 7 37

1870 67 27 79

1880 19 209 111

1890 47 393 269
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新聞記事でのsüffigの使用頻度

digiPress NRW ANNO

◆ 新聞記事でのsüffigの使用頻度
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II. 研究事例の紹介

◆ ビールに関する抗議運動の発生件数

ビール
騒擾

ビール
ボイコット

1820 0 0

1830 0 0

1840 4 1

1850 2 0

1860 8 8
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1880 16 40

1890 9 205
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ビールをめぐる抗議運動の発生件数

ビール騒擾 ビールボイコット
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II. 研究事例の紹介

◆新聞記事でのsüffigの使用頻度：位置情報を加えてPalladioで可視化

1830s-50s 1880s-90s1850s-70s
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II. 研究事例の紹介

◆新聞が報じたビールに関する抗議運動の推移

1830s-50s 1880s-90s1850s-70s
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II. 研究事例の紹介

◆可視化の成果は？

• 「ズューフィッヒ」の使用頻度は1850年代から、ビールをめぐる抗議運動は

1860年代から急激に増加

• 双方ともミュンヒェン→バイエルン→ドイツ・中欧に広く普及

➢「ズューフィッヒ」という形容詞とビールをめぐる抗議運動は時空間的な

普及の軌跡が重なりあう：このことは何を意味するのか？



28

II. 研究事例の紹介
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II. 研究事例の紹介

• 「ズューフィッヒ」の使用例を実際に確認

• 1842年10月に「ミュンヒェン政治新聞」

がワインを評価するために使用

• ワイン生産が盛んなライン＝モーゼル地方

以外では管見の限り初出

• これ以降徐々にミュンヒェン各紙がビール

を称揚するために使用

• それ以前・以外の使用例は、

① ワインの評価

② テキストマイニングのノイズ（誤読）

• 時代と字体によるが精度は90%前後
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II. 研究事例の紹介

Jenaische Zeitung 1815.1.1

ノイズの例 ×süffig 〇flüssig
ひげ文字だと「s」と「f」が判別困難
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II. 研究事例の紹介

◆さらなる史資料の発掘・収集から仮説の提起と歴史的位相の検討へ

• 「ズューフィッヒ」は19世紀初頭にミュンヒェンで大量・安定生産が始まったラガー

ビールにしか使用されていない

➢「ズューフィッヒ」の普及＝ラガービールの普及

• 各地の抗議運動はほぼ例外なく新設のラガービール醸造所を対象にしたもの

➢ラガービールの普及と抗議運動の関連

• ラガービール醸造所の急成長と不況期・戦時期における社会経済的不満

• ラガービールと労働組合・社会主義運動⇒労使紛争の最前線としての醸造所

➢多様な政治勢力によるボイコットの利用とドイツ帝国における政治的分断の深化
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II. 研究事例の紹介

◆MEDEAと延喜式

• 国際ワークショップMEDEA（Modeling 

semantically Enriched Digital 

Edition of Accounts）

• アメリカNEH（the National 

Endowment for the Humanities）

• ドイツDFG（Deutsche 

Forschungsgemeinschaft）

（https://medea.hypotheses.org/workshops/）
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II. 研究事例の紹介

• 歴史上の財務記録史料（商取引の記録）の

電子化・公開・分析が目的

• 多様な時代・地域の財の移動に関する共通の分

類法の確立

• TEI（Text Encoding Initiative）でマーク

アップするためのメタデータセット構築

• ワークショップを通じた方法論の構築

（https://medea.hypotheses.org/workshops/w
heatonmassachusetts-april-6-8-
2016/program-abstracts）

近世イギリス貴族
の財務史料
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II. 研究事例の紹介

• TEI：テキスト史資料をコンピュータ上で共有するための国際ガイドライン

（1987～）

• 多様な種類の文書に対応

手稿文書、地所、散文、戯曲etc.
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II. 研究事例の紹介

◆なぜTEIに準拠するのか

構造化テキスト（コンピュータ可読データ）ならHTMLやXMLがあるのに・・・

• HTML：ウェブブラウザ上で情報を表示するためのマークアップ言語

タグの数が限られていて古典資料の持つ多様な概念に対応しきれない

• ＸＭＬ：文字資料の意味や構造を記述するためのマークアップ言語

自由にタグ名を設定できる（例：<人名>東風谷太一</人名>）汎用性が高い

⇔タグ名が増えすぎて異なるデータセットをまたいだデータの一括取得や比較が困難

• TEI：人文学に有用なタグの共通名称・用途を開発（例：<persName>東風谷太一</persName>）

世界中の文献学関連プロジェクトで採用

研究成果としてのテキストデータはTEI準拠が国際標準

（後藤・橋本ほか 2019）
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II. 研究事例の紹介

◆TEIの利用事例：『走れメロス』のテキストデータ
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II. 研究事例の紹介
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II. 研究事例の紹介

I. 史料の全体像が明らかに

原文、翻刻、翻訳などが簡単に

II. コンピュータが史料を読める

検索のほか多様な解析が可能に

III.可視化ツールが使用できる

人間が読みやすくなる

◆何が期待できるのか

IV.国際的な利用可能性

国際的なガイドラインに沿って構造化された

データはアクセシビリティが高い

V. 専門家の解釈をテキストデータに反映

論文などの刊行物に加え、データそのものに研

究者の知識が反映される
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II. 研究事例の紹介

「バーゼル市の収支記録1535-1610」

（Burghartz 2015）

Harms, Bernhard（1909-13）

（https://hcommons.org/deposits/objects/hc:13208/
Datastreams/CONTENT/content?download=true）
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II. 研究事例の紹介

バーゼル市の歳入の推移1535-1610

（実線 歳入総額、破線 貨幣収入）

◆基礎データの可視化

支出項目
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II. 研究事例の紹介

• 延喜式 古代日本の法律の施行細則

• 延喜式プロジェクト（歴博、人間文化研究機構）

古代の技術・知識に関する分野横断型研究

• 財務記録としても貴重な史料

MEDEAとの連携

古代日本における貢納品データの蓄積

• TEIでテキスト化

• 原文、書き下し文、現代語訳、英訳

• 国際的な利用や比較研究の促進

（歴博主導「古代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」、後

藤真・小風尚樹ほか、より）

延喜式（国立歴史民俗博物館所蔵）
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II. 研究事例の紹介

延喜式 TEIマークアップの例

古代国家の財政規模の可視化（小風2021b） 東鰒の収支状況の試算（斎宮式）

食料の表現方法の分類

https://s.e2d3.org/dba1f7b/44136fa/8e

1ff5abb8ff2bb4959583cb1f84158c

https://s.e2d3.org/dba1f7b/44136fa/8e1ff5abb8ff2bb4959583cb1f84158c
https://s.e2d3.org/dba1f7b/44136fa/8e1ff5abb8ff2bb4959583cb1f84158c
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II. 研究事例の紹介

◆データ蓄積の必要性

• クラウドソーシングとAIの利用

Kuro-net（情報システム研究機構が開

発）はさらに高性能

Papyri.info パピルス史料の翻刻、校訂プラットフォーム

LEIDEN+の適用によりTEIに準拠しつつ自然言語に近い形で校訂可能に
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II. 研究事例の紹介 ◆蓄積したデータの解析と可視化

TEIを用いてゴッホの書

簡をテキストデータに

文化財研究

（テキスト検索と文化
財化学分析）

データ構築手法

（効率的なデータ作成
フローの構築）

国際デファクト規格

（書簡の効果的な構
造化手法の構築）

データインフラへのフィードバック

精神医療研究

（テキストマイニングと
精神医療）

学際的な研究成果
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II. 研究事例の紹介

◆DHの動向

• TEI（文字資料）とIIIF（画像資料）に準拠した（メタ）データの蓄積と解析・可視化の展開

JPCOREスキーマはIIIFに準拠（ただしTEIは「今後の課題」）

• オープン、クラウド、AI（深層学習）

デジタルデータをよりパブリックな財産として構築（Wiki、Papyri info、みんなで翻刻）

AI（AGI）の急速な進歩でアナログ・ヒューマニティーズの研究者も利用可能に

• 協働

多様な分野と参加主体（研究者、図書館・文書館、自治体、市民etc.）
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II. 研究事例の紹介

➢「人文学（者）」の役割は？

• DHの解析結果を位置づけるための文脈の提示 例）18世紀フランスの「パトリオティスム」

• 社会にとっての「正解」を探すのは人文知（ただし従来よりもパブリックな）

➢図書館・文書館の重用性

• DHワークショップや学会パネル報告は研究者と司書・アーキビストの共同作業が当たり前に

DHの訓練・業績を積んだ院生・ポスドクは図書館か学部、ないしはその両方で就職する可能性

• 「オープン」なデータの2つの課題

①持続性 ②資本の論理
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III. 図書館・文書館のコミット

◆ドイツの事例から

• ドイツ図書館協会（DBV）が刊行した

現況レポート

• ２０２３年のドイツ国内公共図書館の

利用状況

• アンケート調査をふまえた７つの提言

（https://www.bibliotheksverband.de/sites/default/files/2023-
10/Bibliotheken%202023_englische%20Version_WEB.pdf）
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III. 図書館・文書館のコミット

• 公共図書館・研究図書館は8,850

• のべ1億2千万の来館数

• 利用者サービスの顕著な増加

• 2億9,２００万件の貸出

• うち4,400万件はEメディア

• 計2億2,300万ユーロがさまざまな

Eメディアに支出

• Eメディアの数は7,700万点

• 2020年5,500万点、２０２１年6,300

万点

*2021年時点で国立国会図書館のEメディ

アは551万点

◆2022年の利用状況
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III. 図書館・文書館のコミット

• 日曜日の開館許可
劇場や映画館と異
なり図書館は日曜
閉館

• 学術出版システムの構築
オープンアクセスの論
文・書籍公開プログラム
を図書館が担う

• 電子書籍の貸出規制緩和
従来電子書籍の貸出は出
版から12カ月後に解禁
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III. 図書館・文書館のコミット

◆ベルリン自由大学図書館によるDH研究支援の取組

• データの蓄積・解析・可視化の拠点としての大学図書館

ADA（Ada Lavelace

Center）：DHと研究データ

管理（RDM）のための研究サ

ービス提供（2019～）

• 非ラテン文字のDHツールコレクションやWikiの開発・提供

• 多言語DHのための標準的メタデータやオープン教材（OER）の提供

➢学術研究におけるユニリンガリズムの促進

• 研究司書という新しいポストの設置（Cosima Wagner氏）

• NFDI4memoryという領域別コンソーシアム（https://4memory.de/）を設立してRDMとデジタル・リテラシー

（DL）の共通枠組構築、研究者と共同でDLチュートリアル開発やワークショップ開催

➢従来の図書館業務をDHを軸に再編：変化のスピードと規模への危機感が背景に？
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III. 図書館・文書館のコミット

「デジタルヒューマニティーズとは、学習者たちの共同体である。そこでは一人と

して全方位的な権威を担い、知識を振りかざす者はいない。きわめて多様な分

野と視角から問題に取り組もうという学びと好奇心のスピリットこそ、デジタル

ヒューマニティーズのもっとも好ましく、また実り多い側面だろう」

（Sarah Potvin、Librarian of Texas A&M）
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